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　平成 27 年に採択された文部科学省「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）」は、千葉大学、
量子科学技術研究開発機構との協働で様々な活動を行っています。実施されるセミナー・研究発表会には、
3 機関の研究者や職員が参加できるようにしています。また、定期的な運営会議を通し情報交換や全体の事
業運営について検討をしています。
　本事業でスタートした、ダイバーシティ CHIBA 研究環境促進コンソーシアム連絡会には、千葉県内の教育・
研究機関の他企業も多数参加しています。参加機関は、千葉県下だけでなく東京・茨城・香川・鳥取の教育・
研究機関も参加し、取組の輪が広がっています。コンソーシアムは、年 2 回の連絡会で活発な情報交換を行う
ほか、一緒に学ぶ場の提供として公開セミナーやミニレクチャーなども同時開催しています。統括会議は 3 月
と 7 月に千葉大学で実施しました。
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『仕事と介護の両立ができる職場づくりを考える』
講師：社会保険労務士法人グラース 代表特定社会保険労務士  新田香織

【ミニレクチャー】

『小学生の放課後の今』～小 1 の壁をのりこえる～
講師：放課後 NPO アフタースクール  代表理事 平岩国泰

【セミナー】動画配信 

千葉大学

『産学協同研究促進セミナー & 相談会』
講師：科学技術振興機構 産学連携展開部マッチングプランナー  髙山大

【セミナー】

『ダイバーシティ推進担当者のための LGBTQ サポートの原則』
講師：NPO法人 共生社会をつくる セクシュアル・マイノリティ支援

全国ネットワーク代表理事  原ミナ汰

【セミナー】

『性の多様性に気づく～互いを尊重し合うための基本知識と対応～』

【ミニレクチャー】

『JST 産学共同事業と公募支援制度について
 ～応募に向け準備することのヒント～』

講師：科学技術振興機構 産学連携展開部マッチングプランナー  髙山大

【セミナー】

『多様な人材が活躍できる環境づくりを考える』
講師：首都大学東京 ダイバーシティ推進室  藤山新

【ミニレクチャー】※

　　　　　　1 日目『臨床研究に必要な疫学統計デザインの基礎』

　　　　　　2 日目  『統計ソフトを用いた統計解析の演習』
講師：東邦大学 医学部  西脇祐司・村上義孝・大庭真梨

【セミナー】

【セミナー】

すごい講義『わかりやすい素粒子のはなし』
講師：高エネルギー加速器研究機構 素粒子原子核研究所 准教授 多田将

【セミナー】※

『臨床研究 Besic SEMINAR』
～臨床研究計画立案に必要な疫学的知識 、統計学的知識～

講師：東邦大学 医学部  西脇祐司・村上義孝・大庭真梨

【セミナー】※
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事業報告
2019 年度平成 27-32 年度 文部科学省科学技術人材育成補助事業

ダイバーシティ研究環境実現
イニシアティブ（連携型）

※ 新型コロナウイルス感染症の対策に伴い延期となりました。 東邦大学ダイバーシティ推進活動の次の 10 年に向けて

巻頭特集 対談！  炭山理事長　  片桐センター長

東邦大学ダイバーシティ推進センターのあゆみをふり返る

特集 インタビュー！ 大橋病院 岩渕病院長
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ダイバーシティ推進センター 2019　わたしたちの取組み

病児保育室「ひまわり」／ Topics ！ 「パパ、知ってますか？」

ダイバーシティ推進センター 2019 活動報告

ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ 2019 事業報告
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健康科学部
渡邊尚子

顧問  大島範子

学び方・働き方を支援する

東邦大学ダイバーシティ推進活動の次の10年に向けて

　ダイバーシティ推進センターは、2008年に開設
された女性医師支援室と2009年に開設された男女共

同参画推進室が2013年に統合されて男女共同参画推進
センターとなり、現在に至りました。開始当時から一貫して、

本学の教職員の継続就労を支援する取組を行いながら発展して
います。当初は出産や子育てで仕事を続けることが困難な女性
の教職員に向けた取り組みでありましたが、男性も利用でき、
ライフイベント支援として介護も対象とするなど発展してきま
した。さらに、女性上位職を増やすことを目的とした2015年
の文部科学省ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ事業
に採択されてからは、ライフイベントに関わらず女性研究者の
キャリアアップに繋がる支援も実施しています。

　また、多様性を尊重するダイバーシティ推進活動は、
早い時期から意識することが重要とも言われています。
そのため、医学部での授業の一コマにダイバーシティを取
り入れる、新入生のガイダンスでの講義、大森祭・東邦祭等
のイベントで学生さんに参加していただくなどの取組みにもチャ
レンジしています。
　このような活動も、東邦大学に勤務する教職員の皆様にご協力
頂いたアンケートやヒアリングを元に企画しています。2019年
は東邦大学に男女共同参画の言葉が登場して10年を迎えました。
次の10年に向けて、東邦大学の皆様と一緒に多様性を尊重す
る環境整備や支援事業を行ってまいりたいと存じます。皆様の
ご意見・ご要望をお待ちしております。

東 邦大 学  ダイバーシティ推 進センター  ニューズレター東 邦大 学  ダイバーシティ推 進センター  ニューズレター
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★巻頭特集★対談！

炭山嘉伸 理事長

片桐由起子 センター長

炭山嘉伸 理事長

片桐由起子 センター長

　東邦大学に「男女共同参画推進室」が開設された2009年は、炭山嘉伸先生が理事長に就任された年でもあります。
その前年に女性医師支援室が開設され、他大学に先駆けて女性医師支援に着手してきました。様々な取組を開始して
10年が経ち、継続就労できる女性医師も増えてきました。また、センターの名称を「ダイバーシティ推進センター」に
変更し、支援対象は広がりました。このように先駆的な取組の効果が見えてきた今、新たに見えてきた課題や今後の
センターの役割などについて、炭山嘉伸理事長と片桐由起子センター長に対談していただきました。

   医師の男女比率の変化と新たな課題

片桐 ■ 東邦大学は、「帝国女子医学専門学校」を前身とする女性の
医学教育の先駆的な存在です。その後名称を東邦大学に変更し男女
共学になりましたが、今日のダイバーシティ推進センターにつなが
る支援策のスタートは 2008 年の女性医師支援室の開設でした。
　2019 年 5 月 1 日時点の本学医療センター 3 病院における女性医師
数は、大森病院が医師数 537 名に対し 167 名（31％）、大橋病院が
444 名中 140 名（31.5％）、佐倉病院が 201 名中 45 名（22.4％）です。
10 年前に比べると女性医師を病院の中で見かけることが多くなり、
増えてきたという実感があります。診療科で女性が多いところは、
眼科、皮膚科、麻酔科、産婦人科、小児科、内分泌内科。少ないの
は救命救急センター、心臓血管外科、消化器外科、循環器内科、呼
吸器外科、小児外科、整形外科でした。こうした傾向が見えてきた
のは、女性医師支援が定着し人数も増えてきたからこそだと思いま
す。現在では、ダイバーシティ推進センターの支援は女性に限らず
男性にも利用枠を広げています。

炭山 ■ 私は 9 年にわたって日本臨床外科学会の政府討論会の座長と
なっていますが、直近 2 年間は医師の働き方改革を取り上げていま
す。そこで話題にあがるのは、臨床現場における医師の男女比の変
化についてです。長きに渡って日本の医学の世界は、男性社会でした。
近年の医学部に入学する学生の男女比はひと昔前とはずいぶん変わ
り、本学の入学生の 4 割が女子学生となってきました。臨床現場で
も女性医師は増えてきたと言われていますが、実際には 22 ～ 23％
です。OECD（経済協力開発機構）の統計結果で世界と比較すると、

女性医師比率の各国平均が 43.6％ですが、日本の割合は加盟国で最
下位です。
　女性医師が増えることで、医師の働き方も変化しつつあります。
子育てをしながら勤務可能な時間や場所を求める傾向にある、とも
言われています。そのためか、診療科の間でも男女の割合の格差が
出てきています。学会を例に挙げれば、産婦人科は学会会員数の中
で約 34％は女性医師ですが、外科学会ではわずか 8.2％です。先ほ
ど片桐先生が報告してくれましたが、本学でも同じような現象が起
きているのかもしれません。

   世の中の移り変わりとともに組織の支援も多様化へ

片桐 ■ 本学産婦人科の女性医師の割合は、全体では約 3 割、若い
世代だと 7 割を超えています。急な出産もあり、9 時から 5 時の働
き方ではありませんが、女性医師比率が高いのは、診療対象が女性
で出産を扱っているため身近に感じやすいからでしょう。私も産婦
人科に所属していますので、女性医師の割合が増えている診療科に
おける働き方の工夫のひとつをご紹介いたします。
　まず、誰もが有給休暇が取得できるように、申請する際の詳細な
取得理由を記載することをやめてみました。すると、子育て中の女
性医師を支援してくれた医師たちが休みを申請するようになりまし
た。女性支援といったときに心がけたいのは、支援する側のスタッ
フへも配慮することではないかと思います。支援する側、される側
の両方が休みを取りやすいようなシステムに挑戦してみることも大
事なことかもしれません。ただ、すぐには変えられないので、少し
ずつ積み重ねていくことが必要だと感じています。

炭山 ■ なるほど、それは女性医師の割合が高い診療科だからこそ
挑戦できた取組みなのでしょうね。外科のように女性医師が 1 割未
満の診療科では、子育て時期等で支援対象となる医師も少ないため、
勤務体制や休みの取り方について大きな課題が生じているとは思え
ません。もう少し支援対象者が増えるようになれば、同じような課
題が出てくるのかもしれません。
　現在の働き方にも、日本の家庭における男女の役割という文化的
要素が影響していると思います。欧米や北欧では男性医師が 3、4
年育児休暇を取るようですが、日本ではまだまだ通用するには至り
ません。私自身もそうでしたが、外科医師は急患の対応や長時間に
渡る手術をこなすため、家事育児の分担を担うのは現実的に難しい
状況でした。今でも同じような状況ではないかと思います。けれど
も時代は変わってきています。私が教授時代、入局してきた若い男
性医師が「子どもの授業参観に出るので休みたい」と言ってきたこ
とがあります。その一言を聞いた時、最初は驚いてしまいました。
なぜなら、私の世代は男性が子育てに参加する状況ではなかったから
です。私は息子の入学式や卒業式などは一度も行けませんでした。た
だ、息子の大学の卒業式にだけは参加することができました。卒業式
に参加して息子の姿を見た時に初めて「いいもんだな」と感じました。

片桐 ■ 先生もそのようなご経験をされたのですね。先生のご経験を伺
い、東邦大学の男女共同参画の歩みがうまくいった一つの背景は、炭
山先生のようなお立場の方々が世の中の移り変わりを理解し、組織と
して支援してくださったおかげだと思います。

   大学全体で課題に取組む

炭山 ■ 本学は、病児保育室の設置や准修練医制度の創設、研究活
動支援員派遣制度など、いろいろな制度改革にチャレンジし、成功
していると思います。先駆的な取組に着手し、結果がでてきたこと
で他大学ではまだ経験していない課題も見えてきたように思いま
す。それは、臨床現場の男女の割合が変化することで、診療科間の
男女比にも格差が生じてきたということです。日本全体をみると地
域間格差が生じているという報告もあります。これは、教育が必要
な時期の子育てを都市部で行いたいという女性医師の要望の表れで
はないかと考えられます。また、外科に入局した女性医師が、結婚
や出産を契機に辞めるという例も少なくありません。今後は、法人
としてもどうしたら女性医師が様々な診療科で活躍できるか、しっ
かりと方針を考えることが必要だと思います。

片桐 ■ そうですね、他ではまだ経験していない課題を解決するため
のご提案はありますか。

炭山 ■ ひとつには、医師でも看護師でも、学生時代からの働きか
けが大事だと思います。大学は人を育てることが使命です。医療者
は大学卒業で教育が終了するわけではありません。さらに専門性を
見つけ進んでいくためには社会に出てからも学び続けることが重要
です。本学には 3 つの病院がありますから、卒業後も臨床の場で教
育が続いていく体制を上手く活用することではないかと思います。
学生時代からの働きかけにより、将来の働く姿が意識でき、そのま
ま仕事に就きたいと思う学生もいるでしょう。そのような希望があ
る学生を、本学の病院で積極的に採用していくというようなサイク
ルができれば、新たな課題として挙げられることも少しは解決され
るのではないでしょうか。

片桐 ■ 先生のおっしゃる通り、大学は専門職となるまで育てる使
命があるということですね。

   今後の活動への期待

片桐 ■ 最後に伺いたいのですが、ダイバーシティ推進センターに
期待されることは何でしょうか。

炭山 ■ 医師の男女比の変化は、診療科間格差と地域格差につなが
ると話してきました。これはすなわち、ダイバーシティ推進センター
が今後どうあるべきかということそのものです。男女に偏りのある
支援ではなく、ダイバーシティという名称が示すような支援は何か、
どんなことができるかについて議論が深まることを期待していま
す。それこそが、先駆的な取組をしてきた我々がやるべきことであ
り、課題だといえます。法人としてもセンターが抱える課題につい
て認識していますので、ともに本学のあるべき方向を一緒に考えて
いきましょう。

片桐 ■ 女性医師支援や男女共同参画活動が本学でスタートした時
代から 10 年を経て、価値観や生活スタイル、背景などが多様になっ
てきた今、センターの意味や役割について、もう一度見直して方向
性を探る時期に来ていると思います。本日は大変貴重なお話を頂き
ありがとうございました。

昭和 45 年 ■ 東邦大学医学部 卒業
昭和56～ 58年 ■ 留学  The Queen's Medical Center（ Hawaii ）
　　　　　　　　／ Stanford University Medical Center
　　　　　　　　／Mayo Clinic 
昭和 62 年 1月 ■ 東邦大学医学部外科学第三講座 教授
平成 15 年 7月 ■ 東邦大学医療センター大橋病院 病院長
平成 21 年 9月 ■ 学校法人東邦大学 理事長（現在 4期目）

日本臨床外科学会 名誉会長
一般社団法人日本私立医科大学協会  副会長

炭山嘉伸　学校法人東邦大学  理事長

平成 4年 ■ 東邦大学医学部医学科 卒業
平成13～17年 ■ 留学  Center for Reproductive Medicine and Infertility　
　　　　　　　　／Weill Medical College, Cornell University
平成 21 年 11 月 ■ 東邦大学医学部女性医師支援室 室長
平成 27 年 4月 ■ 東邦大学男女共同参画推進センター センター長
　　　　　　　　 （現 ダイバーシティ推進センター  センター長）
平成 28 年 2月 ■ 東邦大学医学部産科婦人科学講座 教授

日本産科婦人科学会・代議員
日本受精着床学会・理事 ／ 日本卵子学会・理事

片桐由起子　医学部産科婦人科学講座 教授
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大正 14 年

15 年

昭和   2 年

16 年

25 年

45 年

平成 19 年

20 年

21 年

22 年 1 月

22 年 4 月

24 年 9 月

25 年 4 月

27 年 7 月

29 年 4 月

令和 2 年 1 月

1925年

1926年

1927年

1941年

1950年

1970年

2007年

2008年

2009年

2010年

2012年

2013年

2015年

2020年

○ 帝国女子医学専門学校　創立

○ 帝国女子医学専門学校付属看護婦養成所　開設

○ 帝国女子医学専門学校に薬学科　併設

○ 帝国女子理学専門学校　開設

○ 自然科学系総合大学として『東邦大学』が誕生

○ 大森キャンパスに 東邦大学保育園　開設

○ 佐倉病院に 24 時間保育可能な「つくしんぼ」開園

○ 日本私立学校振興・共済事業団   私立大学等経常費補助金特別補助事業  新規学習ニーズ対応プログラム支援に　採択
　 事業名『女子教育の歴史と経験を生かした、女性医師への子育て経験等活用リカレントプログラム』
　 （実施期間：2008 年  ～ 2012 年）

○ 医学部女性医師支援室　開設

○ 文部科学省　科学技術振興調整費　「女性研究者支援モデル育成」事業に採択
　 事業名『生命（いのち）の科学で未来をつなぐ　女性研究者への継続的支援モデル』    （実施期間：2009 年  ～　2011 年）

○ 大森・習志野 両キャンパスに男女共同参画推進室　開設

○ 大森キャンパスに 病児保育室「ひまわり」　開室

○ 准修練医制度／研究支援員派遣制度／非常勤研究生制度／メンター制度 等 主に女性研究者支援体制の整備を　実施

○ 医学部選択科目「男女共同参画と医療」開講

○ 医学部女性医師支援室と男女共同参画推進室を統合し、男女共同参画推進センター　開設

○ 佐倉市から依頼を受け、佐倉病院に病児保育室「スマイル」開室（～ 2019 年 3 月閉室）
○ 各種支援制度を見直し男性も利用可能になった。また、支援の理由の対象を出産・子育てから介護まで範囲を　広げた。
　 研究支援員の支援範囲に事務補助を追加し研究活動支援員とした。

○ 文部科学省 科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ〈連携型〉」に採択
　 代表機関：千葉大学　共同機関：東邦大学／放射線医学総合研究所（実施期間：2015 年  ～ 2020 年）
　 3 機関で連携し、共同研究強化支援、研究支援要員配置制度、研究スキルアップ支援、キャリアアップ支援 等を　実施

○ センター名を「ダイバーシティ推進センター」に変更

○ 令和元年度「千葉県男女共同参画推進事業所表彰」の 千葉県知事賞を受賞

創立時校舎1926年

旧東邦大学保育園

薬学科校舎1932年頃

本館1929年頃

教育・学
習支援事

業部門

では初の受
賞！

　千葉県男女共同参画推進事業所表彰は平成 18 年に始まり、千葉県内の男女共同参画活動の先駆的・模範的な事業所を表彰して
きました。なかでも千葉県知事賞は、先駆的な男女共同参画の取組みを行い、他の模範となる事業所を評価基準としています。
　審査委員の講評では、日本の女性理系教育の先駆的
役割を果たし、他大学と連携し多角的な支援プログラ
ムを構築していること。出産・育児・介護等により研
究時間の確保や継続就労が難しい場合への対応として
研究活動支援員派遣制度、准修練医制度を整備してい
ること。また佐倉病院での 24 時間保育が可能な保育
園の整備について高い評価を頂きました。

令和元年度「千葉県男女共同参画推進事業所表彰」千葉県知事賞を受賞
令和 2 年 1 月 23 日 千葉県庁 東邦大学 習志野キャンパス、医療センター佐倉病院

出席者：高松研学長、片桐由起子先生、山本千夏先生、吉田友英先生

男女を問わず、個々の多様性（ダイバーシティ）を尊重した活動や支援を展開中

男女共同参画推進センター

ダイバーシティ推進センター

男女共同参画推進室

女性医師支援室

■ 次世代育成セミナー「未来のライフプランの為に知ってほしいカラダのこと」

■ 次世代育成セミナー「女子中高生のためのもっと知りたい！  女子医学生・女性医師」

■ キャリア支援セミナー「周産期医療と女性医師支援  ～女性医師の活躍の場を広げる～」

■ キャリア支援セミナー「私らしく。整理術」～部屋も私も時間も頭の中もライフオーガナイズ～

■ キャリア支援セミナー「女性医師と話そう！  男女共同参画」

■ 上映会　映画「うまれる」（東邦祭 2014 参加プログラム）

■ 上映会　ビデオレター「男女共同参画からダイバーシティへ」（オープンキャンパス 2015）

■ 上映会　映画「うまれる　ずっと、いっしょ。」　（東邦祭 2015 参加プログラム）

● ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ説明会

■ 上映会　映画「うまれる」　（大森祭 2016 参加プログラム）

■ 上位職登用セミナー  「ライフプラン ～研究とプライベート～」「ライフサイクルの中での次世代育成の意味」

■ ダイバーシティ CHIBA 研究環境促進コンソーシアム　共同シンポジウム

■ 研究支援セミナー「臨床発想ものづくりセミナー」

■ 上位職登用セミナー「研究者育成のための次世代育成の意味」

■ 次世代育成セミナー「リケジョ研究者への道」人生一度きり ～研究も子育ても楽しみたい！～

■ 研究支援セミナー「臨床発想ものづくりセミナー」

■ 上映会　映画「うまれる　ずっと、いっしょ。」（大森祭 2017 参加プログラム）

■ 子育て支援セミナー「子どもの事故・けが　不慮の事故から予知した対応へ」

■ 介護支援セミナー「高齢者の理解　介護の実際」

■ 介護支援セミナー「転ばぬ先　靴選びは慎重に “転倒防止の靴選び”」

■ 子育て支援セミナー「子どもと一緒に体験できる！  がらくたで宇宙船をつくろう」

■ 介護支援セミナー「あなたの親は大丈夫？  セルフネグレクトのサインとは」

■ ■ 上映会＆介護支援セミナー　映画「人生フルーツ」／ セミナー「健康寿命を延ばす食事」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（大森祭 2018 参加プログラム）

■ ■ 上映会＆子育て支援セミナー　映画「いただきます」／セミナー「子どもの食事の現状と家族ができること」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（東邦祭 2018 参加プログラム）

■ ダイバーシティ CHIBA 研究環境促進コンソーシアム　合同研究発表会

■ 研究支援セミナー　共同研究推進のためのセミナー「共同研究と企業 / お互いが通じ合うには」

■ 研究支援セミナー    「臨床研究ステップアップセミナー」

■ ■ 上映会＆ 介護支援セミナー　映画「ぼけますから、よろしくお願いします。」  ／セミナー「親の老いを見とどける」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （大森祭・東邦祭 2019 参加プログラム）

■ 研究支援セミナー「臨床研究ベーシックセミナー」

■ 子育て支援セミナー「小学生の放課後の今」～小 1 の壁をのりこえろ～
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2012 年 男女共同参画推進センター以降の活動を掲載
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わたしたちの取組み
2019 年度東 邦 大 学

ダイバーシティ推進センター

准修練医
制度

研究活動
支援員
派遣制度

研究セミナー
招聘支援
制度

学生に向けた
取組み

　ダイバーシティ推進センターは、本学の学生に向けた取組も実施しています。2008年に女性医師支援室
が開設されたこともあり、医学部では新入生教育ガイダンスや 1年次の必須授業の「全人的医療人教育 1」
の中で男女共同参画について取り上げています。センター長の片桐由起子教授が「ダイバーシティの視点
から医療を考える」と題して講義・演習を行いました。
　その他、ダイバーシティ推進センターが開催する各種セミナーには、学生も参加可能とするイベントも
企画しています。また、大森祭や東邦祭での映画上映会やオープンキャンパスでの活動の際には、運営に
学生も参加してもらうことで、学生の時期からダイバーシティ推進活動に参加できる機会を設けています。

　2015年にスタートした、ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ事業で本支援制度が始まりました。
先駆的・独創的な研究に取り組んでいる優れた研究者などを招聘し、本学の研究者との討議、意見交換等
を行う機会を提供し、研究協力関係を築き、研究の進展を図ることを目的としたセミナー等を開催する場
合の招聘経費を助成する制度です。
　研究者を招聘する手続き、セミナーを主催することにより、運営のノウハウを学ぶ貴重な経験になります。

　本制度は、出産・育児・介護等のライフイベントにより、研究時間の確保が難しい状況にある研究者を
サポートする制度です。研究遂行を支援する支援員の雇用経費を補助するもので、2009年の開始当初は対
象者を女性研究者に限定していました。2013年度からは、支援対象の範囲を男性研究者にも広げ、ライフ
イベントに「介護」を含めました。また、2019年からは産休に入る前、そして産休・育休中の研究者の研
究継続支援を明示した Pre-Post-休業支援制度を新たに加えました。このように、世の中の流れや研究者
のニーズに合わせて制度内容を見直し、発展させています。

　ライフイベントは予測が難しいこともありますので、利用される方のニーズに合わせられるよう、本制度の公募も年2回実施
しています。公募は、ダイバーシティ推進センターHPや学内一斉メール等で配信しています。

　本制度は、2010年に始まった子育てや介護等によりフルタイムでの勤務ができない医師の短縮勤務
制度です。応募資格は、東邦大学のレジデント、シニア・レジデント、本学の大学院生、もしくは過去
に本学に研修歴ないし勤務歴があり、再度修練を希望する医師が対象となり、男性も女性も応募できま
す。自身のライフイベントとの両立の壁に直面した時、専門医の取得や研究の継続を自分のペースで行
うことが選べます。自らの希望に沿った多様な働き方を展開できる制度です。
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◆学生時代から現在まで、先生の歩んでこられた道のりを教えてください
　私が東邦大学に入学した 1978 年当時は、今と違ってとても奔放な時代
でした。いろいろなクラブから声をかけられ、当初は球技をやるつもり
でしたが、ヨット部の先輩に、当時大森病院 3 号館前にあった中華料理店
で五目そばをご馳走になってしまったので、入部しないといけないと思
いヨット部に入りました。ヨット部は強いと先輩方から聞いていました
し、やるからには「勝つ」ことを目指したい。そして、ヨットは高校からやっ
ていた人はおらず、誰もが初心者だったことも入部の決め手となりました。
　入部してみると、1 年のうち 80 日近くは合宿です。1 年生が自炊当番で
したので、かなり鍛えられ 、1 人でご飯が作れるようになりましたが、
合宿ばかりしているので、授業も欠席しがちで、試験前は大変でした。
友だちと神田に行って安い店を見つけてノートをコピーし、試験中は部
室に泊まり込んでいました。
　ヨット部での思い出は語り尽くせませんが、よく覚えているのは、1年生
の初めての東医体です。準優勝して、「とりあえずよかった」と思っていたら、
先輩から「2位は負けと同じだ！」とすごく怒られました。以来、優勝を目
指すものの、なかなか勝てず、4年生の関東医科歯科大会で初めて優勝。5
年生の東医体で優勝することができました。しかしその年の琵琶湖での全
医体レースでは、自分のコース取りが悪く、京都大学に負けて準優勝に。
今でも悔しいですね。ヨット部では試合後に行われる、参加していた全大
学のメンバーとの打ち上げ宴会も楽しみの一つでした。この時の他大学の
仲間とも、30年以上経った今でも毎年、酒を酌み交わしています。
　この「誰にも負けないぞ」と頑張った経験、悔しかったこと、辛かった
こと、そして楽しかったことも全て自分の生き方や仕事の礎になってい
ます。今の学生にも、学生時代に「これだけは絶対人に負けないぞ」と、
一生懸命打ち込めるものを見つけて欲しい。頑張った経験は自分の自信
に繋がります。
　私は学生時代、臨床実習で 1 週間大橋病院の脳神経外科を回りました。
これがすごく忙しかった。医局の先生方が 5 人しかおらず、1 人欠けても
診療が回らない状況で、学生の私も泊まったりしてとても印象に残りま
した。実習終了後、恩師でヨット部顧問の第二生理学の平野修助先生に、
大橋病院の脳神経外科のことをお話しすると、当時の大橋病院脳神経外
科部長の吉井信夫先生が、平野先生の大学時代の同級生だったので、「そ
りゃいい、僕が吉井君に言ってあげるよ」と、私の進路が決まりました。
　医師になってすぐに、私たちの仕事はヨットレースに通ずるものだと
感じました。特に手術に向き合う時、患者さんは僕たちに命を預けてく

ださるわけですから、私たちは
レースと同じように十分に練習

（シミュレーション）して、しっ
かり準備して勝つ試合をしなく
てはなりません。こだわりや妥
協しない信念も必要です。
　脳神経外科医になって間もな
いころ、手術後順調に経過して
いた、くも膜下出血の患者さん
が数日して突然悪化して大きな
障害を残したり、場合によって
は亡くなったりすることを経験

しました。私は他の脳血管障害とは異なるこの病気の怖さを実感し、そ
の病態解明や治療法に興味を持ち、くも膜下出血をライフワークにしよ
うと思いました。
　吉井先生は私が他病院でも研修をしたいと申し出ると、必ず送り出し
てくれました。その後の海外留学では鮫島寛次先生が背中を押してくだ
さいました。教室員が少ない中、大変だったと思いますが、お陰で素晴
らしい経験をさせていただきました。私も、教室員から「これを勉強し
たい。」と相談を受けた際は、その道をリードしている施設を紹介してい
ます。それが上司の務めだと思っています。
　私は入局と同時に大学院に進み、大橋病院病理部の直江史郎先生にお
世話になりました。とても厳しい先生で、最初に病理の門をくぐると、「お
前の標本を作るのに、うちの技師たちに時間を割かせるわけにはいかな
い。自分で見たいものは自分で切れ。」と言われました。最初の数カ月は、
自分で研究に使う切片を作成できるようになるために、毎日、技師さん
たちに指導していただきながら、標本作りの繰り返しでした。ようやく
出来るようになってきた頃に直江先生から「標本を持ってこい。」と言わ
れ、そこで初めて認めてもらいました。学位を取得した時、直江先生は
和歌山の画僧、牧宥恵さんが描いた「とにかくひとつひとつ」と「続けるこ
との楽しさ辛さ」という仏画を私にくださいました。今でも私の座右の銘
として机上のゴムの敷物に挟んでいます。やってみてうまくいかないこ
ともあるけれど、こつこつ続けていれば、きっと結果がついてくる。続け
ることが大事と、直江先生はその後もいつも気にかけてくださりました。
　振り返ってみると、部活の仲間や友人、職場の同僚など周囲の方々に支
えられ、恩師の先生方の導きのおかげで、今の私があるとつくづく感じます。
若い諸君も人の出会いを大切にして人生を歩んで欲しいと思います。

◆ダイバーシティ推進センターに期待することについて教えてください
　「男女共同参画」「女性活躍推進」という言葉が登場し、医学の世界も
女性医師が臨床現場で活躍しやすくなりました。私が医師になりたての
頃は外科系に進む医師も多かったのですが、最近では少なくなっていま
す。これは、女性医師が増えたことだけが原因ではないように思います。
　本学の 3 病院は高度急性期病院に指定され、私たちは短い在院期間の中
で高度な医療を提供していかなくてはならないことに加え、「働き方改革」
が求められています。これは働く人を守る上で大事なことではあります
が、臨床現場で働く医師の状況をよく把握しないと、一部のスタッフや
診療科ばかりに負担がかかることになりかねません。
　ダイバーシティ推進センターの母体、女性医師支援室が開設された
2008 年頃は、出産や子育てで離職してしまう女性医師は少なくありませ
んでしたが、現在は准修練医制度が定着し、仕事を続ける女性医師が珍
しくなくなりました。定着の背景には、男女を問わず同僚医師たちの惜
しみない協力があります。このように支援してきた周囲の人にも同様に
目を向ければ、「多様性を尊重する」ことに繋がる優しい支援になるので
はないでしょうか。センターには臨床現場で働く人を支援する新たな取組
にチャレンジして欲しいですね。
　現在、本学の 1 年生女子学生比率はほぼ 5 割で、益々増えていくかもし
れません。東邦大学は帝国女子医学専門学校からスタートした学校です
から、今後も女性医師支援⸺プロフェッショナルとして個々を尊重し
た働き方ができる環境整備について、我が国をリードしていくことと期
待しています。

支援者にも目を向けた、
「多様性を尊重する」優しい支援に期待

東邦大学医療センター大橋病院  病院長　岩渕 聡 先生

今回の病院長インタビューは、東邦大学医療センター大橋病院の岩渕聡先生です。
学生時代から現在までの道のりと、ダイバーシティ推進センターに期待することについて伺いました。

病院長
インタビュー！
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病児保育室「ひまわり」
病児保育室 10 年のあゆみと新たな挑戦

病児保育室利用案内病児保育室利用案内

データでみる病児保育室データでみる病児保育室

ひまわりの
あゆみ

ひまわりの
あゆみ

Topics  ト
ピックス

Topics  ト
ピックス

パパ !

知ってい
ますか？

配偶者の出産の場合､年次有給休暇とは別に３日間の特別有給休暇を取得できます！  
こんな日、休暇を取ってはいかがでしょうか？

★出産日はもちろん！    ★赤ちゃんとお母さんが退院する日　
★出生届を提出する日　…などに利用いただけます。

他に「育児休業・育児短時間勤務制度」などお父さんも利用出来ます。

お父さんも利用できる休暇制度があります
特別有給休暇（東邦大学就業規則 第 30 条）

くわしくは、各総務・人事担当者まで　

　2020年1月でひまわりは開設以来丸10年が経過し、1月末までにのべ 5,187人のお子さまにご利用いただきました。
ひまわり開設当時、大田区には5つの病児・病後児保育室（医療機関併設型4カ所、保育園併設型1カ所）があり、
病児保育はかなり先進的な地域でした。また都内の大学病院では東京女子医科大学に次いで、ひまわりは2番目の病
児保育室でした。10年を経過した現在では、大田区にさらに3つの病児保育室（医療機関併設型2カ所、専用施設型
1カ所）が開設しています。当初は病児保育室が整備されれば、働く母親の大きな悩みの一つである「病気の時にい

つもの保育園に預けられない」という不安は解消できるのでは？  と思っていました。しかし実際には、具合が悪すぎたり、定員オーバー
などでお預かりできないことも多く、「病気の時にもバックアップがある」という気持ちのゆとり作りに“ほんの少し”貢献しているだけ
かもしれません。それでも、ダイバーシティを掲げる東邦大学の中で、職員のキャリアアップや、多様な働き方、ファミリーサポート、
そして職場の円滑な運営などに少しでも貢献できるよう、病気の子どもたちに寄り添っていきたいと思っております。

ごあいさつ　病児保育室ひまわり 室長　東邦大学医学部 小児科学講座 講師　渡邊美砂ごあいさつ　病児保育室ひまわり 室長　東邦大学医学部 小児科学講座 講師　渡邊美砂

病児保育室 10 年のあゆみと新たな挑戦
【東邦大学保育園との連携】 

　病児保育室ひまわりは、平成 22 年（2010 年）に開設し満 10 歳に
なりました。開設当初に利用された 0 歳児のお子さんは 小学校 4
年生になり、1/2 成人式をお祝いする年齢になりました。 　
　病児保育室は季節により利用者数の変動があるため、利用者数
の少ない時期のあり方について検討をしてきました。室長の渡邊
美砂先生は、東邦大学保育園（以下保育園）の園医も兼ねており、
ひまわりの利用者の多くが保育園に通園している子どもであるた
め、両施設の連携はできないかと準備を進めていきました。まずは、
ひまわりのスタッフが保育園でも勤務できるように、全員保育資
格を取得することに取組みました。そして、平成 28 年 4 月から、
保育園との連携をスタートしました。当初は、ひまわりの利用者
が少ない時に、保育園に保育士を派遣することから着手しました。
現在はインフルエンザなどの感染症で保育園が空っぽになり、ひ
まわりの利用者が定員を上回る場合、保育園に依頼してひまわり
に保育士を派遣してもらえるようになりました。実際に連携がは
じまると下記にあげるような効果が表れてきました。

　効果 1　ひまわり利用時の子どもと保護者の不安軽減
　ひまわりのスタッフが保育園で保育をすることにより、保育園を利
用する子どもと保護者とふれあいができ、お互いに知り合う関係がで
きました。その結果、知っている先生に預けるという親子共に安心し
た状態でひまわりを利用することができるようになりました。また、
ひまわりで保育園の低年齢児を預かる際、慣れない子どもたちの不安
を軽減するためひまわりのスタッフが保育園のユニフォームを着用す
るという工夫もしています。

　効果 2　保育園保育士の業務軽減
　保育園では季節ごとに行事が多く制作物が必要になります。ひまわ
りのスタッフが制作物を手伝うことで、子どものケアに専念ができ残
業の軽減につながりました。新たな挑戦として着手した東邦大学保育
園との連携ですが、病気の時でも子ども達がより安心してひまわりを
利用できるようになりました。

5 月

11 月

12 月

1 月

2 月

4 月

8 月

1 月

2 月

12 月  

3 月

4 月

4 月

4 月

1 月

4 月

H21 ／ 2009年

H22 ／ 2010年

H23 ／ 2011年

  

H24 ／ 2012年

H26 ／ 2014年

H28 ／ 2016年

H29 ／ 2017年

H31 ／ 2019年

文部科学省科学技術振興調整費「女性研究者支援モデル育成事
業」に採択され、大森キャンパスで病児保育の立ち上げが決定
事業名「生命（いのち）の科学で未来をつなぐ女性研究者への継
続的支援モデル」

名称決定、東邦大学病児保育室「ひまわり」となる

利用登録開始

病児保育室ひまわり開設

看護職への登録拡大

全教職員への登録拡大、開始時間の時間変更
（8 時 30 分 → 8 時 15 分）

病児保育室ひまわりブログ「ほのぼのひまわり日記」開設

「ひまわり相談室・搾乳室」を
東邦大学 医療センター 大森病院  旧若草寮 3 階に設置

利用対象年齢拡大（就学前まで → 小学校 3 年生まで）

病児保育室ひまわり新ブログ「ひまわりの部屋」開設

文部科学省女性研究者支援モデル育成事業終了

新体制で病児保育室運営開始、病児保育室利用料金の一部改訂

東京都院内保育事業運営費補助金事業に申請し承認を得る

東邦大学保育園との連携開始

病児保育室スタッフ全員が保育士免許取得

10 周年を迎える

日付 ひまわり の あゆみ

病児保育室「ひまわり」では 全国病児保育研究大会、小児保健学会等に参加し、ポスター
発表をしています。また、下記の学術雑誌にも「大学病院における病児保育室」に関す
る論文を発表しています。

■ 日本小児科学会雑誌　■ 小児外科　■ 日本心臓血管外科学会雑誌　■ 小児保健研究
■ 病院設備　など

対  　象 　 者 　 　 生後 4 か月～小学校 3 年生までの乳幼児、児童
施  設  場  所 　 　 東邦大学医療センター大森病院  旧若草寮 3 階
定　　  　  員 　 　 5 名
保  育  時  間 　 　 月曜日～金曜日（祝祭日、年末年始の休日を除く）8：15 ～ 17：30
利  用   料 金 　 　 1 人あたり　1 日 乳幼児 2,500 円　児童 3,000 円（含給食費）
給　　  　  食 　 　 あり（アレルギー除去食の場合は前日までの予約時に要相談）
利用上の注意 　 　 事前に利用登録が必要

★ 利用前に電話や PC・携帯電話の予約フォームから予約が必要（空きがあれば当日でも可）
※ 当日 7 時 30 分までにキャンセルの連絡がない場合は、当日登録料（キャンセル料）一律 2,000円を徴収させていただきます。

利用
案内

利用
登録

「病児保育利用登録申込書」を記載してご登録ください ( 年度ごと )。
登録用紙は HP から、大森病院では Neptune 端末「共有フォルダ」からダウンロードできます。
病児保育室にもございます。直接ご来室の場合は、母子手帳をご持参ください。
メール、FAX でのご登録の場合は、利用開始までにはこれらの確認をさせていただきます。

ひまわり HP

病児保育室ひまわりは、平成 24 年より病児保育室の認知度や
必要性について定期的にアンケート調査を実施してきました。
今回は、データの一部を抜粋し、平成 24 年（2012 年）と令和元
年（2019 年）の比較をしました。アンケートは大森病院の全教
職員を対象にした研修会で実施しており、幅広い職種の方に
ご協力いただき本当にありがとうございました。
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利用人数隔離室

保育室 1 日平均

H21　　H22　　H23　　H24　　H25　　H26　　H27　　H28　　H29　　H30

（人） （人）

病児保育室には、隔離室と保育室の2つの部屋があります。
それぞれの年間利用者数はグラフのように増えており、平成
22年の年間利用者数合計366人に対し平成30年に1.73倍の
627人が利用しています。1日平均利用者数も、平成22年
1.53人に対し平成30年には2.63人と増加しています。

■ 病児保育室利用者数の推移

■ 病児保育室アンケート調査結果

1009080706050403020100

20
12

年
20

19
年

（％）

522名 32% 1103名 67% 9名 0.6%

7名 0.3%642名 29% 1521名 70%

男性 女性 無回答

1009080706050403020100

20
12

年
20

19
年

（％）

660 名  40% 449 名  27% 295 名
18%

172名 11%
47名 3%

11名 1%

7名 0.3%
81名 4%756 名  35% 615 名   28% 431 名

20%
273名
13%

20-29 歳 30-39 歳 40-49 歳 50-59 歳 60 歳以上 無回答
100500

20
12

年
20

19
年

（％）

1106 名  68% 523 名
32% 5名 0.3%

47名 2%
1567 名  72% 556 名

26%

4% 上昇 6% 減少

知っている 知らない 無回答

病児保育室の認知度は、この 7 年間で
「知っている」が 4％増加し 72％になりました。

病児保育室の認知度

回答者の男女比は男性約 3 割：
女性約 7 割と 7 年前と変化なし。
年代別で見ると、7 年前と比較
して微増ではあるが 30 歳以上の
各年代層で増えています。

回答者の性別

年代別回答者割合

認知方法は、上司や同僚からの割合が半数を超えていますが、
学内 HP からの認知度も増加しています。一方で、ポスターや
学内広報の数値は減少していました。

病児保育室の認知方法

0 10 20 30 40 50 60 …（％）

上司・同僚

学内報

学内 HP

院内保育所

ポスター

その他

2012 年
n = 1 1 0 9

2019 年
n = 1 5 6 7

※ 病児保育室を
「知っている」と回答した数

49 %
58 %

17 %
8 %

13 %
16%

11 %
11 %

9 %
8 %

13 %
13 %
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活動報告
2019 年度東邦大学

ダイバーシティ推進センター
From
our

Labor
atory

オープン
キャンパス

介護に関する
映画上映会

研究セミナー
招聘支援制度

研究支援
セミナー
の開催

全国
ダイバーシティ
ネットワーク

　ダイバーシティ推進センターは、教育・研究支援センターをはじめ医学部臨床研究支援センターなど学
内の関係部署と連携し、研究支援セミナーを開催しています。特に、学びを深めたい時期と重なる子育て
期の教職員が、参加しやすいように支援することとして、託児ルームの開設支援を行っています。
　今年は、大森キャンパスで開催された臨床研究ステップアップセミナー、ならびに医療センター大橋病院
で開催される臨床研究ベーシックセミナーの開催に運営支援と託児ルーム開設支援で連携参加をしました。
　臨床研究ステップアップセミナーでは、すでに研究論文を作成したことがありステップアップをしたい

方、現在研究指導者または次期指導候補の方、本学教職員、大学院生を対象に実施しました。医学部、薬学部、理学部、看護学部、
大森病院、大橋病院、佐倉病院から 41 名の参加を頂きました。両日ともに 4 名の託児ルーム利用もありました。セミナーは、1
日目に講義形式で「臨床研究に必要な疫学統計デザインの基礎」を学び、2 日目には統計ソフトを実際に用いて統計解析の演習を
行いました。
　臨床研究ベーシックセミナーは、大橋病院の倫理委員会・教育支援管
理部と共催で企画をしました。臨床現場のニーズが高い内容に着目し、
臨床研究計画立案に必要な疫学的知識ならびに統計学的知識を学び、研
究計画書の重要ポイントを知ることを目的としたセミナーです。

　医学部の「現役医師による講演会」には、2 日間で 238 名の高校生と保護者の方に
ご参加頂きました。講演会には、呼吸器外科の東陽子先生、形成外科の中道美保先生、
麻酔科の大岩彩乃先生、循環器内科の小原浩先生にご協力頂き、学生時代から現在の
お仕事まで幅広いテーマでご講演頂きました。沢山のスライドを用い、臨床現場で専
門性の高いお仕事からプライベートの時間の使い方や子育てまでイキイキと話してく
ださる先生方に、目を輝かせながら聞いている参加者の姿が印象的でした。

　ダイバーシティ推進センターは、東邦大学の支援
活動の紹介と、参加する高校生に一足早く卒業後の
仕事と生活等を意識する機会となるイベントを開催
しています。今年は、習志野キャンパスと看護学部

で開催し、「あなたがのぞむ環境とは？」をテーマにしたアンケートを実施。また、医学部では、毎年参加
者から好評を得ている「現役医師による講演会」を実施しました。

　アンケートに参加してくださった高校生と保護者の方は、習志野キャンパスで 562 名、看護学部 372 名の
参加があり、過去最高の参加者数となりました。アンケー
トでは、「あなたがのぞむ環境とは？」をテーマに「それぞ
れの違いを受入れられる環境」「専門性を高められる環境」

「やりたい事を続けられる環境」の 3 つの選択肢から一つ選
んでもらいました。結果は図の通りです。

　ダイバーシティ推進センターでは、毎年大森キャンパス
で開催される大森祭、習志野キャンパスで開催される東邦
祭で子育てや介護をテーマとした映画の上映会を開催して
います。この映画上映会は、本学の教職員だけでなく一般
の方にも広く参加していただく機会としています。
　今年は、学内の教職員アンケートでも関心度が高かった

「介護」に関わる映画に注目し、「ぼけますから、よろしくお願いします。」の上
映会を開催することになりました。大森祭では、信友直子監督にもご来校頂き映
画上映会後に「親の老いを見とどける」をテーマにインタビュー形式の講演会を
開催しました。当日は、51 名の参加を頂きました。

　
　また、東邦祭でも同作品の映画上映会を開催しました。「ぼけますから、よろしくお
願いします。」は、参加募集期間に令和元年度文化庁映画賞文化記録映画大賞を受賞し
たこともあり、当初予定していた座席数を上回る 106 名の参加を頂きました。
　上映会後には「色々な事を考えさせられました。」「ご家族が優しく、温かく、心に
しみました。」などたくさんのお言葉をいただきました。

　ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ事業で創設された本制度は今年で 5 年目を迎えます。国内
外の優れた研究者を招聘し、本学の研究者が学び意見交換できる場を支援しています。今年は、医療センター
大橋病院 脳神経外科の中山晴雄先生と理学部情報科学科の足立智子先生、医学部医学教育センターの中田
亜希子先生からの申請が採択されました。2 月末までに開催されたセミナーの実施報告は以下の通りです。

　福岡大学 重森裕先生をお招きし、「スポーツ関連脳振盪」についてご講演頂きました。
多くのスポーツ選手から支持されている重森先生の基調講演では、スポーツの指導者だ
けでなく選手も頭部外傷についての危険性についての知識を持つことが大切であること
が述べられました。また、医学的観点から診察室では出来ない現場での対応・予防の必
要性から脳振盪後の競技復帰まで、幅広い内容をご講演いただきました。セミナーの後
半では、大橋病院 脳神経外科 中山晴雄先生と脳振盪診断についてディスカッションが
おこなわれました。会場には 50 名を超す参加者があり、熱気に包まれていました。

　弘前大学の江居宏美先生をお招きし、情報科学セミナーを開催しま
した。習志野キャンパスで開催されたセミナーは、参加者 12 名の勉
強会形式で行われました。本学の研究者、理学部学生の他、筑波大学
の伊藤弘明先生、東海大学の松井泰子先生にもご参加頂き、江居先生
の基調講演後には、活発な質疑応答やディスカッションが行われまし
た。演者と参加者の距離が近く、研究者間の交流が深められました。

　2019 年 10 月 18 日に東京
大学で全国ネットワーク中

核機関（群）東京ブロック 第 3 回課題別ワークショップ「女子学生の増
加に向けて ～多様な学生構成の実現を目指して～」が開催されました。
片桐由起子センター長は話題提供として、本学の歴史的背景から学生
支援、現在のダイバーシティ推進活動まで幅広い内容をご紹介しまし

た。質疑応答では、女子学生を増やす取組み等の質問が特に多く、在校生への就職支援や受験
生に向けたオープンキャンパスでの PR の必要性を紹介されました

※新型コロナウイルス感染症の対策に伴い、延期となりました。

習志野

医学部

看護学部

オープン
キャンパス

2019年 8月  3・   4日

2019年 8月16・17日

2019年 8月22・23日

映画上映会
信友監督講演会

映画上映会

大森祭 

東邦祭 

2019年10月20日

2019年11月 9日

    大橋病院 中山晴雄先生『スポーツ関連セミナー』　     大橋病院　　2019 年 9月 20 日

理学部 足立智子先生『情報科学セミナー』　   習志野キャンパス 　 2019 年 11 月 2日

大森
キャンパス

大橋病院

臨床研究
ステップアップセミナー

臨床研究
ベーシックセミナー

2019年9月14・28日

2020 年 3月 7日

東京ブロック 　2019 年 10 月 18 日

「あなたがのぞむ環境とは？」オープンキャンパス アンケート結果

23%

57% 20%

合計

23%

55% 22%

習志野キャンパス

25%

61% 14%

看護学部

それぞれの違いを
受け入れる環境

専門性を
高められる環境

やりたい事を
続けられる環境

オープンキャンパス参加者合計（人）

年度

医学部
習志野

看護学部
合計

2017
101
215
439
755

2018
222
172
305
699

2019
238
562
372

1172

信友直子 監督

伊藤弘明先生

松井泰子 先生

江居宏美 先生

中山晴雄 先生（左）重森裕 先生（右）
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　平成 27 年に採択された文部科学省「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）」は、千葉大学、
量子科学技術研究開発機構との協働で様々な活動を行っています。実施されるセミナー・研究発表会には、
3 機関の研究者や職員が参加できるようにしています。また、定期的な運営会議を通し情報交換や全体の事
業運営について検討をしています。
　本事業でスタートした、ダイバーシティ CHIBA 研究環境促進コンソーシアム連絡会には、千葉県内の教育・
研究機関の他企業も多数参加しています。参加機関は、千葉県下だけでなく東京・茨城・香川・鳥取の教育・
研究機関も参加し、取組の輪が広がっています。コンソーシアムは、年 2 回の連絡会で活発な情報交換を行う
ほか、一緒に学ぶ場の提供として公開セミナーやミニレクチャーなども同時開催しています。統括会議は 3 月
と 7 月に千葉大学で実施しました。

量子科学技術
研究開発機構

千葉大学

2020 年

2019 年

量子科学技術
研究開発機構

東邦大学

千葉大学

会場

3 月 16日

3 月 30日

3 月 6 日

3 月 7 日

4 月18日

9 月 14日
　　28 日

9 月 26日

3 月 7 日 東邦大学

東邦大学

『仕事と介護の両立ができる職場づくりを考える』
講師：社会保険労務士法人グラース 代表特定社会保険労務士  新田香織

【ミニレクチャー】

『小学生の放課後の今』～小 1 の壁をのりこえる～
講師：放課後 NPO アフタースクール  代表理事 平岩国泰

【セミナー】動画配信 

千葉大学

『産学協同研究促進セミナー & 相談会』
講師：科学技術振興機構 産学連携展開部マッチングプランナー  髙山大

【セミナー】

『ダイバーシティ推進担当者のための LGBTQ サポートの原則』
講師：NPO法人 共生社会をつくる セクシュアル・マイノリティ支援

全国ネットワーク代表理事  原ミナ汰

【セミナー】

『性の多様性に気づく～互いを尊重し合うための基本知識と対応～』

【ミニレクチャー】

『JST 産学共同事業と公募支援制度について
 ～応募に向け準備することのヒント～』

講師：科学技術振興機構 産学連携展開部マッチングプランナー  髙山大

【セミナー】

『多様な人材が活躍できる環境づくりを考える』
講師：首都大学東京 ダイバーシティ推進室  藤山新

【ミニレクチャー】※

　　　　　　1 日目『臨床研究に必要な疫学統計デザインの基礎』

　　　　　　2 日目  『統計ソフトを用いた統計解析の演習』
講師：東邦大学 医学部  西脇祐司・村上義孝・大庭真梨

【セミナー】

【セミナー】

すごい講義『わかりやすい素粒子のはなし』
講師：高エネルギー加速器研究機構 素粒子原子核研究所 准教授 多田将

【セミナー】※

『臨床研究 Besic SEMINAR』
～臨床研究計画立案に必要な疫学的知識 、統計学的知識～

講師：東邦大学 医学部  西脇祐司・村上義孝・大庭真梨

【セミナー】※

子育て支援セミナー

コンソーシアム
連絡会

共同研究推進のための
セミナー

＆個別相談会

臨床研究
ステップアップ
セミナー

一般公開セミナー

臨床研究
ベーシックセミナー

スキルアップ
セミナー

スキルアップ
セミナー

コンソーシアム
連絡会

コンソーシアム
連絡会

事業報告
2019 年度平成 27-32 年度 文部科学省科学技術人材育成補助事業

ダイバーシティ研究環境実現
イニシアティブ（連携型）

※ 新型コロナウイルス感染症の対策に伴い延期となりました。 東邦大学ダイバーシティ推進活動の次の 10 年に向けて

巻頭特集 対談！  炭山理事長　  片桐センター長

東邦大学ダイバーシティ推進センターのあゆみをふり返る

特集 インタビュー！ 大橋病院 岩渕病院長

1

2

4

6

ダイバーシティ推進センター 2019　わたしたちの取組み

病児保育室「ひまわり」／ Topics ！ 「パパ、知ってますか？」

ダイバーシティ推進センター 2019 活動報告

ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ 2019 事業報告

7

8

10

12
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センター長  片桐由起子

推進委員 大岩彩乃 東陽子 加知千裕岩﨑宏之 齋藤敦子

細井晴子 田中美穂百瀬修久

副センター長 理学部
渡邉直子

薬学部
山本千夏

看護学部
藤原和美

医学部
近藤元就

健康科学部
渡邊尚子

顧問  大島範子

学び方・働き方を支援する

東邦大学ダイバーシティ推進活動の次の10年に向けて

　ダイバーシティ推進センターは、2008年に開設
された女性医師支援室と2009年に開設された男女共

同参画推進室が2013年に統合されて男女共同参画推進
センターとなり、現在に至りました。開始当時から一貫して、

本学の教職員の継続就労を支援する取組を行いながら発展して
います。当初は出産や子育てで仕事を続けることが困難な女性
の教職員に向けた取り組みでありましたが、男性も利用でき、
ライフイベント支援として介護も対象とするなど発展してきま
した。さらに、女性上位職を増やすことを目的とした2015年
の文部科学省ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ事業
に採択されてからは、ライフイベントに関わらず女性研究者の
キャリアアップに繋がる支援も実施しています。

　また、多様性を尊重するダイバーシティ推進活動は、
早い時期から意識することが重要とも言われています。
そのため、医学部での授業の一コマにダイバーシティを取
り入れる、新入生のガイダンスでの講義、大森祭・東邦祭等
のイベントで学生さんに参加していただくなどの取組みにもチャ
レンジしています。
　このような活動も、東邦大学に勤務する教職員の皆様にご協力
頂いたアンケートやヒアリングを元に企画しています。2019年
は東邦大学に男女共同参画の言葉が登場して10年を迎えました。
次の10年に向けて、東邦大学の皆様と一緒に多様性を尊重す
る環境整備や支援事業を行ってまいりたいと存じます。皆様の
ご意見・ご要望をお待ちしております。

東 邦大 学  ダイバーシティ推 進センター  ニューズレター東 邦大 学  ダイバーシティ推 進センター  ニューズレター
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